
令和元年11月末現在の
人口の動き

●人口　 14,059人（前月比−6人） 男 7,054人（＋1人） ●外国人人口 297人（前月比−30人）男 137人（−4人）女 160人（−26人）
　（外国籍除く） 　（前年比−93人） 女 7,005人（−7人） ●世帯数 4,853世帯（外国人のみの世帯含む）

January  No.5221広報せいろう
2020

　11 月 30 日（土）、町文化会館で陸上自衛隊第
12音楽隊による「聖籠町ふれあいコンサート」が
開催されました。この音楽隊をイメージして作曲さ
れたという「イーグルアンドソード」をはじめ、「パ
プリカ」や「アラジン」といった、小さな子にもな
じみのある曲で観客を魅了しました。
　また、後半には聖籠中学校吹奏楽部との合同演奏
が披露され、生徒の皆さんの堂々とした演奏に会場
からは大きな拍手が送られました。

町のイメージキャラクター

百合若 はなちゃん緑丸

聖籠中学校吹奏楽部が
自衛隊音楽隊と合同演奏

あけまして
おめでとうございます
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新
年
を
迎
え
て

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
長
に
就
任
し
て
約
一
年
半
。
こ
の
間
、
町
民
一

人
ひ
と
り
の
「
い
の
ち
・
こ
こ
ろ
・
か
ら
だ
」
を
守

る
こ
と
を
基
本
に
、「
聖
籠
町
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
・
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
方
針
と
し
て
「
子
ど
も
・
新
し
い
教

育
へ
」「
福
祉
へ
」「
未
来
へ
」
と
い
う
３
つ
の
投
資

を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
実
現
す

る
た
め
に
は
今
ま
で
の
施
策
の
見
直
し
な
ど
、
町
民

各
位
や
関
係
者
の
ご
理
解
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら

共
に
考
え
、
共
に
実
行
し
て
い
く
と
い
う
行
政
運
営

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
政
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
昨
年
10
月
に
は
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
町
に
と
っ
て
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
政
策
で
あ

り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
子
育
て
に
お
け
る
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
子
育
て
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

ま
た
、
町
全
体
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
循
環
バ
ス
の
利
用
者
を
は
じ
め
と
す
る
町

民
、
学
識
経
験
者
、
関
係
機
関
の
方
々
で
構
成
す
る

検
討
委
員
会
に
お
い
て
計
５
回
の
会
議
に
わ
た
り
、

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
の
方
向
性
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
と
し
ま
し
て
は
、
検
討
委
員
会
の
報
告

を
も
と
に
検
討
を
重
ね
、
来
年
度
中
の
移
行
を
視
野

に
入
れ
て
新
た
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
決
定
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
課
題
は
山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
本
年
も
皆

様
と
協
力
し
な
が
ら
、
職
員
と
も
ど
も
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
福
度
を
高
め
、

希
望
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
の
本
年
一
年
の
限
り
な
い
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

聖
籠
町
長
　
西
脇 

道
夫
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
満

了
（
任
期
３
年
）
に
よ
り
、
令
和
元

年
12
月
１
日
付
け
で
聖
籠
町
の
委
員

21
名
の
方
（
再
任
者
17
名
、
新
任
者

４
名
）
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
心
配
ご
と
を

�

解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
で
す
。

生
活
上
の
問
題
な
ど
『
何
か
に
悩
ん

で
い
る
と
き
』
は
、
ぜ
ひ
お
近
く
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
活
動

　

民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
虐
待
や
い
じ
め
、
不
登

校
、
非
行
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る

中
、
支
援
が
必
要
な
児
童
と
そ
の
保

護
者
、
妊
産
婦
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や
援
助
な

ど
を
行
い
、
児
童
の
健
全
育
成
の
た

め
の
地
域
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
委
員
の
中
に
は
区
域
を
持

た
ず
、
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当

し
、
活
動
す
る
主
任
児
童
委
員
が
い

ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
い
じ
め
や
不

登
校
、
虐
待
や
非
行
、
育
児
不
安
な

ど
子
ど
も
と
親
の
抱
え
る
様
々
な
問

題
に
対
し
、
児
童
委
員
や
学
校
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
早
期

発
見
や
問
題
解
決
に
向
け
た
活
動
を

行
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律
で

個
人
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

を
口
外
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

長
い
間

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

こ
の
た
び
の
一
斉
改
選
に
よ
り
３

名
の
民
生
委
員
･
児
童
委
員
が
令
和

元
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

長
い
間
、
住
民
の
一
番
身
近
に

あ
っ
て
献
身
的
な
地
域
の
見
守
り
役

と
し
て
貢
献
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
退
任
後
も

引
き
続
き
、こ
れ
ま
で
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
の
貴
重
な
経
験
を

活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い

て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
し
ま

す
。

【
退
任
者
】

�
※
敬
称
略
、
数
字
は
在
職
年
数

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員

・
市
川　

勝
榮
（
諏
訪
山
）
16
年

・
児
玉　

康
夫
（
山　

倉
）
15
年

・
長
谷
川
早
苗
（
蓮　

潟
）
15
年

紹
介
し
ま
す　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

※　

山
諏
訪
山
、
山
大
夫
、
ひ
ば
り
が
丘
、
聖
中
ケ
丘
、
尾
沢
ケ
丘
、
稲
の
平
、

網
代
浜
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
現
在
人
選
中
で
す
。
決
定
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
敬
称
略

委
嘱
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

保
健
福
祉
課
（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局　
☎
２
７
‐
６
５
１
１

氏
名

電
話

担
当
区
域

鈴
　
木
　
康や

す

　
子こ

２
７
︲
２
３
６
３

四
ツ
屋
、
道
賀
新
田
、
上
大
谷
内
、
真
野

赤
　
木
　
厚あ

つ

　
子こ

２
７
︲
４
５
８
５

丸
潟
、
桃
山

栗
　
原
　
初は

つ

　
子こ

２
７
︲
５
３
０
０

山
倉
、
苔
沼

臼
　
井
　
信し

ん

　
二じ

２
７
︲
７
９
９
３

本
諏
訪
山
、
本
大
夫
、
中
の
橋
、
本
三
賀

《
人
選
中
》

山
諏
訪
山
、
山
大
夫

五
十
嵐
　
信の

ぶ

　
博ひ

ろ

２
７
︲
４
８
８
５

蓮
潟

五
十
嵐
　
順じ

ゅ
ん

　
子こ

２
７
︲
２
３
３
７

蓮
潟
、
蓮
潟
新
田

《
人
選
中
》

ひ
ば
り
が
丘
、
尾
沢
ケ
丘
、
稲
の
平
、
聖

中
ケ
丘

圓
　
山
　
昌ま

さ

　
晴は

る

２
７
︲
８
７
７
４

蓮
野
，
甚
兵
衛
橋

中
　
村
　
政ま

さ

　
雄お

２
７
︲
３
６
６
４

八
幡
、
別
條

田
　
中
　
由ゆ

み

こ

美
子

２
７
︲
４
３
１
９

二
本
松

藤
　
井
　
清き

よ

　
四し

２
７
︲
２
５
７
３

山
三
賀
、
東
山
、
正
庵
、
外
畑

加
　
藤
　
繁し

げ

　
夫お

２
７
︲
４
０
３
７

杉
谷
内
、
大
夫
興
野

手
　
嶋
　
京き

ょ
う

　
子こ

２
７
︲
４
３
９
１

藤
寄

皆
　
川
　
富と

み

　
一い

ち

２
７
︲
５
９
４
９

旭
ヶ
丘

石
　
澤
　
満ま

り

こ

理
子

２
７
︲
３
０
１
７

網
代
浜

《
人
選
中
》

網
代
浜

髙
　
𣘺
　
あ
け
み

２
７
︲
８
７
９
９

亀
塚

髙
　
崎
　
則の

り

　
男お

２
７
︲
５
３
０
７

亀
塚

田
　
村
　
八や

し

お

四
男

２
７
︲
３
０
５
５

次
第
浜

宮
　
下
　
レ
　
ン

２
７
︲
３
０
７
３

次
第
浜

平
　
野
　
政ま

さ

　
要よ

う

２
７
︲
７
７
１
７

次
第
浜

五
十
嵐
　
久ひ

さ

　
子こ

２
７
︲
４
５
７
７

主
任
児
童
委
員

佐
　
藤
　
直な

お

　
子こ

２
７
︲
５
０
３
２

主
任
児
童
委
員
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行財政改革は、一人ひとりの意識改革です。� 「生涯、健康に暮らせるまちづくり」第２回

　

働
き
盛
り
世
代
は
、
家
庭
と
し
て
も

一
家
の
柱
石
と
し
て
前
の
世
代
で
あ
る

両
親
を
扶
養
し
、
次
の
世
代
で
あ
る
子

ど
も
の
教
育
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
時

期
で
あ
り
、
社
会
的
に
も
最
も
大
き
な

責
任
を
担
っ
て
い
る
世
代
で
す
。
家
庭

の
形
は
ど
ん
ど
ん
多
様
化
し
、
晩
婚
化

や
未
婚
者
も
増
加
し
、
聖
籠
町
に
お
い

て
も
全
国
と
同
様
に
少
子
高
齢
化
が
進

む
と
予
想
さ
れ
、
働
き
盛
り
世
代
に
寄

せ
る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

一
方
で
、
労
働
環
境
は
雇
用
形
態
も

多
様
化
し
、
労
働
者
の
健
康
問
題
も

年
々
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
働
き
盛
り
世
代
が
倒
れ

る
こ
と
は
、
自
身
の
生
き
方
を
大
き
く

変
え
、
家
族
の
暮
ら
し
や
地
域
へ
の
影

響
も
重
大
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
を
通
し
て
、
働
き
盛
り
世
代
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
保
健
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
が
ん
」
は
加
齢
に
伴
い
罹
患
す
る
確
率
が

高
く
な
り
、
胃
が
ん
は
50
歳
頃
か
ら
増
加
し
、

大
腸
が
ん
は
40
歳
頃
か
ら
増
加
す
る
と
さ
れ
、

働
き
盛
り
世
代
が
か
か
る
可
能
性
の
高
い
病
気

の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
特
に
胃
が
ん
の

罹
患
率
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
が
男
女
と
も
に

全
国
１
位
と
い
う
高
さ
に
あ
り
ま
す
。（
全
国

が
ん
登
録
２
０
１
６
年
よ
り
）

　

が
ん
は
病
期
（
ス
テ
ー
ジ
）
が
早
期
で
あ
る

ほ
ど
、
治
る
可
能
性
が
高
く
、
仕
事
と
の
両
立

も
し
や
す
く
な
り
、
治
療
が
身
体
的
に
も
経
済

的
に
も
心
理
的
に
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　

Ⅰ
期
の
早
期
で
発
見
さ
れ
た
場
合
で
あ
れ

ば
、
胃
が
ん
大
腸
が
ん
い
ず
れ
も
５
年
生
存
率

が
90
％
代
と
い
う
高
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

た
だ
初
期
の
が
ん
に
は
自
覚
症
状
が
な
い
場

合
が
多
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
定
期
的
な
が
ん

検
診
が
大
切
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、町
の
検
診
受
診
率
を
見
て
み
る
と
、

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
は
い
ず
れ
も
他

の
が
ん
検
診
の
受
診
率
よ
り
低
く
、
受
診
率
向

上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
が
ん
」
は
早
期
発
見

　
　

 

で
き
れ
ば
治
る
病
気
で
す

働
き
盛
り
の

　
あ
な
た
を
守
る
が
ん
検
診

97.4%

6.9%

99.1%

20.0%

97.7%
25.7%

Ⅰ期 Ⅳ期 Ⅰ期 Ⅳ期 Ⅰ期 Ⅳ期

（結腸） （直腸）

胃 大腸

子宮頸がん胃がん 大腸がん 肺がん

■H28　■ H29　■ H30

乳がん

21.4%20.8%

9.6%9.9% 9.3%

17.5%17.6%

23.9%23.3%

30.3%

21.8%

17.9%

25.2%

29.5% 29.6%

Ⅰ期とⅣ期で発見されたときの５年生存率の比較

平成28～30年度　町の各種がん検診受診率

受けない？受ける？
胃がん・大腸がん検診

出典：がんの統計‘18全国がんセンター協議会加盟施設における 5年
生存率（2008～2010年診断症例）

※　「５年生存率」とは、がんと診断された方のうち５年後に生存し
ている方の割合が、日本人全体で５年後に生存している方の割合
に比べてどのくらいかを表しており、「100％に近いほど治療で救
えるがん」であることを示しています。
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シリーズ 行財政改革　「子どもへ・福祉へ・未来へ」３つの投資で「住んでよかった」まちづくり

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎２７－６５１１

第３回（２月号）では、「町の健診事業の現状と課題」について掲載予定です。

検査費用は胃がん検診で５２４０円、大腸がん検診で１８３２円。
でも町からの助成があるので自己負担は５００円に！
クーポン対象者は全額助成！受けなくちゃ損ですね！

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
40
～
50

歳
代
の
方
が
気
軽
に
胃
が
ん
・
大

腸
が
ん
検
診
を
受
け
る
き
っ
か
け

と
し
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
胃
が

ん
・
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
45
・
50
・
55
歳
と
な
る

町
民
を
対
象
に
、
４
月
に
無
料

ク
ー
ポ
ン
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
亀
代
小
学
校
区
に
お

住
い
の
45
・
50
歳
男
性
に
つ
い
て

は
、
保
健
師
が
訪
問
し
、
本
人
ま

た
は
ご
家
族
に
検
診
の
受
診
状
況

の
確
認
と
受
診
勧
奨
を
行
い
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
と
併

せ
て
、
保
健
師
に
よ
る
訪
問
活
動

な
ど
を
通
じ
て
地
道
で
は
あ
り
ま

す
が
、
が
ん
検
診
の
目
的
と
早
期

発
見
の
大
切
さ
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
引
き
続
き
伝
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

45
・
50
・
55
歳
の
あ
な
た
に
贈
る

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

今年度未受診の方に、がん検診のチャンス！

見　本

訪
問
活
動
で

 

聞
か
れ
た
声

・
今
は
受
け
な
い
。
具
合

が
悪
く
な
っ
た
ら
受
け

る
さ
。

・
何
か
見
つ
か
っ
た
ら
怖

く
て
受
け
な
い
。

・
会
社
が
が
ん
検
診
の
お

金
を
出
し
て
く
れ
る
け

ど
受
け
た
く
な
い
。

・
職
場
で
が
ん
検
診
も
毎

年
受
け
て
る
よ
！

・
胃
が
ん
検
診
が
き
っ
か

け
で
、
逆
流
性
食
道

炎
と
ピ
ロ
リ
菌
が
見
つ

か
っ
た
ん
さ
。

【日　　時】令和２年１月 16日（木）
受付時間：午前８時 30分～ 10時

【会　　場】町保健福祉センター　
【対　　象】40歳以上で、今年度町のがん検診

を受けていない方
【申込方法】１月 10日（金）までに保健福祉課

保健衛生係までお申し込みください。

胃がん検診 大腸がん検診

検診
内容

バリウムと胃を膨らませる発泡剤を飲んで、
胃の変化をＸ線により映し出します。当日の
朝は何も食べずに会場へおいでください。

２日分の便を少量採取して、血液反応がない
か検査します。検診当日に容器をお渡しし、
後日提出していただきます。

検査
費用

検診負担金　５００円
※70 歳以上・各障害者手帳をお持ちの方・生活保
護世帯の方・無料クーポンをお持ちの方は無料

検診負担金　５００円
※70 歳以上・各障害者手帳をお持ちの方・生活保
護世帯の方・無料クーポンをお持ちの方は無料
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「お金がない」では断れない！！

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

帰省先での子どもの事故に気をつけて

消 費 生 活消 費 生 活

役場町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

1 月

11月相談受付状況
件数 主な相談内容
11件 フリマアプリ・光回線・

クレジットカードの不正
利用・架空請求

111

　久しぶりの実家に着き、長旅で疲れた親は一息つきたいのに、車内でしっ
かり寝てきた子どもは元気満タン・・・(*_*) というのは子連れ帰省あるあ
るですね。しかし、ふだん小さな子どもが出入りしない場所は、事故防止
対策が十分ではないことがあります。前回の帰省では子どもの手が届かな
かった場所に、今回は手が届くかもしれません。帰省をするほうもされる
ほうも、着いたらまずはみんなで実家の中や外を見て回り、危険箇所と対
策を確認しあいましょう。

～安全で楽しいお正月をお過ごしください～

≪実家で起きている事故の例≫
ストーブ・電気ケトルなどでヤケド
タバコ・ボタン電池などの異物誤飲
車庫入れなどで祖父母の車にひかれる

（印刷の都合上ここでは白黒ですが、実物はとてもカラフルなロゴです）

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
見
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

　

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
、
未
来
を
変
え
る
た
め
に
今
か

ら
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
、
世
界
み
ん
な
の
共
通
目
標
で
す
。
期
限
は

２
０
３
０
年
。
こ
れ
ら
の
目
標
達
成
の
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
取
り
組

み
を
、
消
費
生
活
の
観
点
か
ら
時
々
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若者向け特別電話相談

１月１６日（木）～１７日（金）午前９時～午後４時　☎︎２７ ︲１９５８

　「そんなお金ないから無理」は断り文句になりません。むしろNGワードです。
　「お金の問題が解決すれば契約してくれる」と捉えられ、「みんな借金し
て契約している」「お金がなければ借りればいい」「すぐに返済できる」「借
金してでもやったほうがいい」「アルバイトをすればクレジット契約は支払
える」などと説得され、金銭面での断る理由を封じられてしまうからです。
　望まない契約は「いりません」「やめます」とだけ伝え、簡潔に断りましょう。

悪質商
法 しつこい勧誘
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　蓮野 10 月 17 日（木）・蓮潟 18 日（金）・亀代 11 月 22 日（金）各こども
園で行われた祖父母参観日で交通安全を呼びかけました。
　総勢 412 名のおじいちゃん、おばあちゃんが、可愛いお孫さんを交通事故
から守るため、交通ルールとシートベルト・チャイルドシート、夜光反射材
の重要性を寸劇やゲームで学びました。

　11 月 19 日（火）、浦和コルソホール（さ
いたま市）で行われた「第 15 回関東管区交
通安全コンクール」に新保・齋藤交通安全指
導員が参加しました。
　新潟県警と合同で、高齢運転に対する補償
運転など交通安全と長寿の秘訣を楽しく学べ
る寸劇を披露し、新潟県では 7年ぶりの「優
秀賞」を受賞しました。
　コンクールに参加した新保・齋藤指導員に
は新潟県警交通部長より「感謝状」が贈られ
ました。

　スマートフォンや携帯電話は、今や私たちの生活に
欠かすことのできない大変便利なアイテムです。その
一方で、運転中のいわゆる「ながら運転」による重大
事故があとを絶たず、大きな社会問題になっています。
　道路交通法等の一部改正（令和元年 12 月 1 日施行）
により、運転中の携帯電話使用等に関する罰則等が強
化されました。

令和元年 12月 1日からの改正点
　携帯電話使用等（ながらスマホ）やそれに起因する
事故に関する罰則が強化されるともに同違反に係る基
礎点数および反則金の額が引き上げられました。
詳しくは、県警ホームページをご覧ください。

亀代こども園の参加者

祖父母参観日で交通安全

第１５回関東管区交通安全コンクールで「優秀賞」！

ながら運転の罰則化

町の交通事故発生状況
区分

年

10月
（うち高齢者数）

1月〜 10月累計
（うち高齢者数）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

令和元年 1
（0） 0 1

（0）
23
（7）

2
（2）

24
（3）

平成30年 4
（3） 0 4

（1）
27
（12）

0
（0）

35
（6）

増　減
-3
（-3） 0

-3
（-1）

-4
（-5）

2
（2）

-11
（-3）

交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.212

今日も一日交通安全

これからも町交通安全指導員とともに

『楽しみながら』をモットーに交通事

故防止に努めてまいりたいと思います。

ぼくも　わたしも　赤ちゃんも　
チャイルドシートしめたよ　ガチャン！
パパも　ママも　おじいちゃんも　おばあちゃんも
シートベルトしめたよ　ガチャン！　
こども園へ　レッツ　ゴー！　

参加者からのコメント

犬の散歩や夜でかける時、
反射タスキを必ずします！

◎あいことば
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

■
聖
籠
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
推
進
会
議
開
催

　

町
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

的
確
に
対
応
し
、
将
来
的
な
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、「
聖

籠
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
が
計
画
期
間
（
５
か
年
）
の

最
終
年
度
で
あ
る
た
め
、「
聖
籠
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
推
進
会
議
」
を
開
催
し
、
第
２
期

総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

推
進
会
議
は
10
月
11
日
、
11
月
５

日
、
12
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、
現
行

戦
略
の
効
果
検
証
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

検
証
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
検
証
結
果
を
反
映
し

た
施
策
を
検
討
し
、
令
和
２
年
３
月

ま
で
に
次
期
総
合
戦
略
を
策
定
す
る

予
定
で
す
。

11
月
27
日
（
水
）

■
石
油
備
蓄
政
策
へ
の

�

要
望
活
動
を
実
施

　

本
町
と
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
、
茨
城

県
神
栖
市
、
愛
媛
県
今
治
市
、
長
崎

県
新
上
五
島
町
、
鹿
児
島
県
東
串
良

町
で
構
成
す
る
「
全
国
石
油
備
蓄
基

地
市
町
村
連
絡
協
議
会
」（
会
長
：

聖
籠
町
長
）
が
、
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
へ
石
油
貯
蔵
施
設
立

地
対
策
等
交
付
金
制
度
の
充
実
や
防

災
体
制
の
強
化
・
整
備
な
ど
の
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
は
、「
中

東
情
勢
の
不
安
や
災
害
時
の
停
電
な

ど
で
、
石
油
備
蓄
の
重
要
性
は
高

ま
っ
て
い
る
。
今
後
も
防
災
に
対
す

る
整
備
と
強
化
を
行
い
、
交
付
金
制

度
に
つ
い
て
も
維
持
し
て
い
き
た

い
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町

民

課

12
月
５
日
（
木
）

■
令
和
元
年
度
第
３
回
聖
籠
町

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
開
催

　

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
は
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
予

算
や
運
営
に
つ
い
て
、
有
識
者
や
町

民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら

適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
調

査
や
審
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
３
回
目
と
な
る
協
議
会

で
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

・
令
和
元
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
案
）
に
つ
い
て

・
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

費
納
付
金
の
仮
算
定
結
果
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課

11
月
19
日
（
火
）

■
第
１
回
聖
籠
町
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
開
催

　

町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
再
任
お
よ
び
新
た
な
委
員
15
名

の
方
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
今
年
度
の
保
健
事
業

で
重
点
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
が
ん

検
診
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
お
よ
び
生
活
習
慣

病
と
重
症
化
予
防
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
委
員
は
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
６
日
（
金
）

■
聖
籠
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

辞
令
交
付
式
お
よ
び
退
任
式

　

３
年
任
期
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
新
任
者
４

名
な
ら
び
に
再
任
者
17
名
の
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
よ
り
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
一

人
ひ
と
り
に
交
付
さ
れ
、
県
知
事
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
３
年
間
の
任
期
中
、
地
域

の
人
た
ち
が
生
き
生
き
と
元
気
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
３

名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご

労
苦
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

の
感
謝
状
が
、
町
長
よ
り
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

生
活
環
境
課

■
福
島
県
郡
山
市
に
職
員
を
派
遣

　

台
風
19
号
に
よ
り
大
き
な
被
害
を

受
け
た
福
島
県
郡
山
市
を
支
援
す
る

た
め
、
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
７
日

間
、
11
月
４
日
か
ら
8
日
ま
で
の
5

日
間
に
計
４
名
の
職
員
を
派
遣
し
、

新
潟
県
お
よ
び
県
内
市
町
村
と
合
同

で
、
罹
災
証
明
書
を
発
行
す
る
た
め

の
被
害
認
定
調
査
業
務
を
実
施
し
ま

し
た
。
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ふ
る
さ
と
整
備
課

11
月
８
日
（
金
）

■
聖
籠
町
除
雪
対
策
協
議
会
開
催

　

降
雪
時
期
を
控
え
、「
聖
籠
町
除

雪
対
策
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

協
議
会
は
、
町
長
を
会
長
と
し
、

議
会
か
ら
議
長
を
は
じ
め
９
名
、
新

発
田
警
察
署
１
名
、
新
潟
北
警
察
署

１
名
、
町
消
防
団
か
ら
団
長
は
じ
め

３
名
と
広
域
消
防
聖
籠
分
署
長
、
代

表
区
長
３
名
の
計
19
名
の
委
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
今
年
度
の
除
雪
体
制
お

よ
び
町
道
と
国
・
県
道
の
除
雪
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
の
あ
と
、
意
見
交

換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
大
雪
の
際
の
対
応
・

対
策
な
ど
へ
の
発
言
が
あ
り
、
こ
の

冬
の
除
雪
に
つ
な
が
る
貴
重
な
提
言

と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
来
る
べ
き
冬
将
軍
に
備
え
万

全
な
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

上
下
水
道
課

11
月
12
日
（
火
）

■
聖
籠
町
公
共
下
水
道
使
用
料
の

見
直
し
に
つ
い
て
答
申

　

町
の
下
水
処
理
を
担
う
県
の
流
域

下
水
道
維
持
管
理
負
担
金
の
改
定
に

伴
い
、
汚
水
排
水
量
が
特
に
多
い
事

業
場
に
関
す
る
超
過
料
金
分
の
下
水

道
使
用
料
単
価
が
県
に
支
払
う
負
担

金
単
価
を
下
回
る
こ
と
か
ら
、
町
下

水
道
事
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、

下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

町
長
か
ら
諮
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
下
水
道

審
議
会
は
、
汚
水
排
水
量
が
特
に
多

い
事
業
場
に
関
す
る
超
過
料
金
分
の

下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
は
、
妥
当

で
あ
る
旨
、
町
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

11
月
25
日
（
月
）

■
農
業
委
員
会
第
24
期

�

第
９
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
５
件

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
２
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る（
利

用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理
権
）

申
出
審
査
に
つ
い
て
・
・
・
11
件

　

以
上
５
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会

■
委
員
の
欠
員
に
伴
う
補
充
員
に

小
林
友と
も
子こ

さ
ん
（
正
庵
）

　

10
月
８
日
付
け
で
聖
籠
町
選
挙
管

理
委
員
１
名
が
欠
け
た
た
め
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
選
挙
管
理

委
員
補
充
員
の
第
１
位
で
あ
る
小
林

友
子
さ
ん
が
聖
籠
町
選
挙
管
理
委
員

と
し
て
補
充
さ
れ
、
10
月
９
日
付
け

で
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は

前
任
者
の
残
任
期
間
で
あ
る
令
和
５

年
５
月
29
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

毎月第２土曜日　午前９時から正午まで
　町では、毎月第２土曜日の午前９時から正午まで、窓口業務を行います。平日に来庁できないときはぜひご
利用ください。次回は、１月 11日（土）となります。
　受け付けできる業務および窓口は、下記のとおりです。ご不明な点がありましたら、事前に担当窓口までお
問い合わせください。

担 当 窓 口 取 扱 業 務 （ 第 ２ 土 曜 日 ）

町 民 課
（役場１階）

戸籍・住民票交付、印鑑登録、印鑑証明、パスポート
受け取り（申請はできません。）

税務財政課
（役場１階）

所得関係証明、納税関係証明、固定資産税関係証明、
土地台帳の閲覧、地籍図の閲覧およびコピーの交付

※上記業務に限らせていただきますので、ご理解をお願いします。

休日の役場窓口業務について

お問い合わせ　役場町民課（内線１１１）または税務財政課（内線１４５）
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1 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場1階　会議室
◆行政相談
　14日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線228）
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　15日（水）午後1時～4時
◆無料弁護士相談
　30日（木）午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎28‐7110

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　20日（月）午後１時15分～
○２歳６か月児歯科健診
　21日（火）午後１時15分～
○３歳児健診
　30日（木）午後１時～
○乳児健診
　31日（金）午後１時～
◆学級
○育児学級
　14日（火）午後１時15分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27‐6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

1
月

5
日	

消
防
出
初
式

9
日	

聖
籠
町
新
春
賀
詞
交
歓
会

17
日	

町
村
会
役
員
会

20
日	

区
長
会
議

広報せいろう

１月お知らせ号は

　　　　  お休み

　　　　  します

小・中学校の入学通知書をお届けします

「愛の協力運動」に
ご理解ご協力ありがとうございました

　町教育委員会では、令和２年４月から町内の小学校、中学校へ入学す
る児童・生徒の保護者の皆さんに、入学期日および学校名などを１月末
日までに郵送で通知します。
　通知書が届かない、または通知書の内容に異動や誤りがある場合は至
急教育委員会（子ども教育課）へご連絡ください。

●小学校新入学児童　�
　平成 25 年４月２日から
　平成 26 年４月１日までに生まれた人

●中学校新入学生徒　�
　平成 19 年４月２日から
　平成 20 年４月１日までに生まれた人

　７月に「愛の協力運動」保護観察協会会費の納入をお願いし、町民の
皆さんには一世帯当たり１５０円を目安にご協力をお願いしたところです。
　その結果、５４万６７４０円をお寄せいただきました。皆さまのご理
解ご協力に対しまして、厚くお礼申し上げます。
　現在、聖籠町、新発田市、阿賀野市、胎内市の保護司で新発田阿賀北
地区保護司会が組織されていますが、お寄せいただいた会費は保護司が
行う犯罪予防活動や、罪を犯した人たちの立ち直りを援助する更生保護
活動に活用されます。
　保護司は、犯罪のない明るい社会を目指し、日々地道に活動していま
す。この活動に、町民の皆さんから変わらぬお力添えをいただきますよう、
今後ともよろしくお願いします。

子ども教育課　学校支援係（内線３０５）

役場町民課　町民サービス係（内線１１１）
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（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

南
な お

央	ちゃん	 （赤塚　祥輔）	 別　條

葵
あ こ

子	ちゃん	 （阿辺　大輝）	 正　庵

　映
はゆる

	ちゃん	 （高橋　　遥）	 網代浜

璃
り ほ

歩	ちゃん	 （肥田野雄大）	 苔　沼

楓
ふうせい

晟	ちゃん	 （村山　雅丈）	 苔　沼

　旭
あさひ

	ちゃん	 （高村　和宏）	 苔　沼

 氏　名 年齢 行政区

佐　藤　マツミ	さん	（98 歳）	 本諏訪山

天　野　フミヱ	さん	（92 歳）	 山諏訪山

堀　　　孝
たか

　雄
お

	さん	（88 歳）	 本大夫

渡　辺　ハルヱ	さん	（96 歳）	 本三賀

高　橋　たつよ	さん	（90 歳）	 二本松

斉　藤　フ　ミ	さん	（97 歳）	 八　幡

篠　原　キミヱ	さん	（92 歳）	 藤　寄

平　　　守
もり

　男
お

	さん	（95 歳）	 藤　寄

藤　田　勝
かつ

　子
こ

	さん	（74 歳）	 藤　寄

曽 根 仲
なか

右
う

エ
え

門
もん

	さん	（85 歳）	 蓮　潟

伊　藤　長
ちょう

次
じ

郎
ろう

	さん	（86 歳）	 亀　塚

高　橋　淳
じゅん

　子
こ

	さん	（64 歳）	 網代浜

　武　田　涼
りょう

　太
た

	さん

（丸　山）梨
り

　香
か

	さん ｝別　條

　斉　藤　拓
たく

　海
み

	さん

（　柴　）さつき	さん ｝甚兵衛橋

11月の届出
松くい虫被害木伐倒駆除費用を助成します

令和元年分国民健康保険税・後期高齢者医療
保険料・介護保険料の納入額のお知らせ

入 札 結 果� 　　入札日　11月12日～21日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1 大夫興野浦山線道路舗装
工事 聖籠町大字藤寄地内 7,349,100 本間道路㈱

下越営業所
令和2年
3月27日

指名競争
入札

2 蓮のギャラリー敷地内　
樹木伐採処分業務委託 聖籠町大字蓮野地内 1,540,000 ㈲栗原緑樹園 令和元年

12月9日
指名競争
入札

　町では、聖籠町森林整備計画で指定された保全すべき松林以外
の土地（宅地など）で、松くい虫の被害拡大を防ぐため、松くい
虫被害木の伐倒駆除（くん蒸）を行った方に、補助対象経費の２
分の１を助成しています。
【事前確認】
　宅地などの松くい虫被害木の伐倒
駆除（くん蒸）をするときは、事前
に役場産業観光課までご連絡いただ
き、該当箇所が補助対象となるか確
認をしてください。
　確認後は、処理業者に直接伐倒駆除（くん蒸）を依頼してくだ
さい。
【申請方法】
　被害木の伐倒駆除（くん蒸）が終わりましたら、関係書類を添
えて役場産業観光課まで補助金の交付申請をしてください。
【補助金額】
　補助対象経費の２分の１（３万５０００円を限度）
　※処理木の移動および処分費用は、補助対象となりません。
【補助金の交付】
　申請書を審査して内容が適当な場合、補助金交付決定通知書を
送付します。また、補助金は指定の口座へ振り込みます。支払日は、
通知書に記載されていますのでご確認ください。

　毎年 1月にハガキでお送りしています「国民健康保険税・後期
高齢者医療保険料・介護保険料の納入額のお知らせ（確定申告用）」
は令和２年１月 22 日に発送予定です。なお、保険税（料）を年金
天引きのみで納入されている方にはハガキが届きません。確定申
告の際は公的年金の源泉徴収票などをご利用ください。

役場町民課　保険係（内線１１７）

・ 役場産業観光課　地域振興係（内線１２３）
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第３子以降の学校給食費を助成します
申請手続きのご案内

　町では、平成 31 年度（令和元年度）より少子化対策や多子世帯の子育てに関する経済的な負担の軽減を図り、
子どもを産み育てやすい環境の一層の充実を図ることを目的とし、町立こども園から中学校に在籍する園児、児
童生徒を３人以上養育している保護者への学校給食費の助成事業を開始します。

お問い合わせ　子ども教育課　学校支援係（内線３０５）

１
月
は
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
納
付
月
で
す
。

�　

１
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
７

期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
７

期
の
納
付
月
（
納
期
限
は
令
和
２
年

１
月
31
日
）
で
す
。
納
期
限
後
に
納

付
し
た
場
合
は
、
督
促
手
数
料
や
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
に
は
確
実
で
納

め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
お
申
込
手
続

き
は
、
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、

町
指
定
の
金
融
機
関
お
よ
び
郵

便
局
の
窓
口
で
、
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
手
続
き
さ
れ
た
月
の
翌
月
末

の
納
期
到
来
分
か
ら
口
座
振

替
に
な
り
ま
す
。

役
場
町
民
課　

 

国
保
（
内
線
１
１
７
）

 

後
期
（
内
線
１
１
５
）

高校生 中学生 小学生 こども園児

第１子 第２子 第３子 第４子

　高校生以上は含めずに、こども園・小・中学校に在学し
ている子どもの人数で３人目以降のお子さんが対象です。

・・・支給対象　　　　・・・支給対象外

助成を受けることが
できる保護者の要件

①～③すべてに該当すること
①町立こども園、小・中学校に在学する児童生徒を３人以上養育していること
②町内に住所を有すること
③養育するすべての園児、児童生徒の学校給食費に未納がないこと

補 助 対 象

　保護者が実際に負担した平成 31 年４月分～令和２年３月分の第３子以降の園児、
児童生徒の学校給食費相当額。
　就学援助などの公的扶助制度により、すでに給食費相当額の給付を受けている場
合は対象外です。（国などから給食費の一部について給付または免除※1 を受けた場
合は、その差額を補助対象とします。）※1例：就学奨励制度やこども園の副食費免除制度など

申 請 手 続 き 　申請期間中に子ども教育課（役場３階）の窓口で申請を受け付けます。（申請書は、
子ども教育課および町ホームページに用意してあります。）

申 請 期 間 令和２年１月 24 日（金）～２月 14 日（金）

必 要 書 類 な ど ①申請書　②印鑑　③振込先の通帳（保護者名義のもの）　④学校給食費納入証明書
※2（町外の小中学校に通っている方のみ）※2申請受付時に様式をお渡しします。

審査および決定通知
　養育するすべての園児、児童生徒の学校給食費について申請日時点で未納がない
かを確認し、決定可否を通知します。（決定の通知をしたあとに、学校給食費に未納
が生じた場合は、決定を取り消す場合があります。）

支 給 方 法 　令和２年３月分給食費の納入確認後、指定の保護者名義の預金口座に振り込みま
す。（４月下旬の予定）
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弁護士による無料法律相談

　日常生活での法律上の問題につ
いて、弁護士が解決に向けたアド
バイスをします。予約制（先着順）
ですので、ご希望の方は下記へご
連絡ください。
令和２年１月 30 日（木）
午後１時～４時
※相談時間は１人 30 分
予約開始：令和２年１月６日（月）
　　　　��午前８時 30 分～
結いハート聖籠
・ 聖籠町社会福祉協議会

☎２８－７１１０

口座振替済通知書の
発送を廃止します

　町税などを口座振替で納付いた
だいた方には、毎年１月と４月に
口座振替済通知書を発送していま
したが、経費節減のため廃止させ
ていただきます。
　今後はお手数をおかけします
が、通帳などでご確認下さい。

Ｑ：確定申告の社会保険料控除の
申告に使っていたが、どうすれば
よいか。
Ａ：確定申告用の納入額のお知ら
せ（はがきサイズのもの）はこれ
までどおり１月下旬に発送します。
Ｑ：軽自動車の車検の時に必要に
なるが、どうすればよいか。
Ａ：軽自動車税の口座振替済通知
（車検用の納税証明書を兼ねたも
の）はこれまでどおり６月中旬に
発送します。

役場税務財政課（内線１４３）

行政相談・心配ごと相談
合同相談日のお知らせ

農家の皆さまへお願い
２０２０年農林業センサスを実施します！

　１月は行政相談と心配ごと相談の合同相談所を開設します。
　無料で相談でき、秘密は固く守られます。事前予約は不要ですので、
お気軽に相談へお越しください。
【合同相談日】１月 15 日（水）（心配ごと相談の定例相談日）
【時　　　間】午後１時～４時
【場　　　所】結いハート聖籠内
　なお、行政相談は今回の合同相談とは別に、毎月１回行政相談会場
を設け、相談を受け付けていますので、こちらの方へもお気軽にお越
しください。
●行政相談
　行政相談委員が、行政に関する苦情や意見、要望をお聴きし、解決
のお手伝いをします。「手続が分かりにくい」、「安全性に欠ける公共
施設がある」、「高齢者や障がい者への配慮に欠けている」など行政に
関する様々な相談を受け付けています。
●心配ごと相談
　心配ごと相談員が、日常生活のあらゆる相談に応じ、適切な助言、
援助を行います。
役場総務課（内線２２８）

■調査の目的
　農林業センサスは、我が国の農林業の生産構造や就業構造、その実
態と変化を明らかにするために５年ごとに行われています。また、そ
の結果は農林業施策の企画・立案・推進のための基礎資料となる大変
重要な調査です。
■調査の内容
　統計調査員が 2020 年 1 月上旬以降、農林業を営んでいるすべての
農家、林家および法人の皆さんを訪問し、聞き取りにより調査対象に
なるか判定を行います。調査対象になられた皆さんには、調査票の記
入をお願いします。記入いただいた調査票は統計調査員が回収します。
　なお、インターネットを利用したオンライン回答もできますので、
ぜひご利用ください。
役場総務課　広報広聴係（内線２２４）

令和２年２月１日を基準日とし
て、２０２０年農林業センサス
を実施します。調査対象になら
れた皆さんのご協力をお願いし
ます。
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新発田市・胎内市・聖籠町定住自立圏婚活支援事業

ぽかぽカフェでほっこりランチ～恋の花咲くハーバリウム作り～

お問い合わせ　役場総務課　総合政策係（内線２２４）

ハートマッチにいがた in 新発田
２月２日（日）午前 10 時～午後５時
イクネスしばた（新発田市諏訪町 1-2 -12）
結婚を希望し、自ら努力する 20 歳以上の独身で、
県内に在住・在勤している方または県内に移住を
希望される方。（利用にあたっては、インターネッ
トやメールを使用できるスマートフォンまたは
パソコンが必要となります。）

【利 用 料】無料　※ただし、事前に会員登録が必
要です。（登録料：１万円、税込み、２
年間有効）

【申込方法】「ハートマッチにいがた」のホームペー
ジから予約が必要です。

にいがた出会いサポートセンター
　☎０２５-３８４-４１５１
　（火曜・金曜日は定休）

恋かふぇ in 新発田
　「結婚や婚活について、誰もが気軽に相談できる

カフェ」をコンセプトに、開催いたします。婚活を

考えている方や結婚したい方、ご家族の方もこの機

会に是非ご利用ください。

２月２日（日）午前 10 時～午後５時

イクネスしばた（新発田市諏訪町1-2 -12）

【定　　員】６名（お一人様あたり 40 分程度）
【利 用 料】無料
【申込方法】㈱トアイリンクスムルーブ事務局HP申

込フォームまたは☎０２５ ︲２９０ ︲

７６０６へ電話

申込用二次元バーコード申込用二次元バーコード

　薪ストーブと癒しの空間が魅力の「ぽかぽカフェ」。グルー
プで楽しくハーバリウム作り体験をし、カフェ特製のランチを
食べながら交流を深める婚活イベントです。
　薪ストーブの癒し空間でカフェ特製のランチを食べながらイ
ンスタ映えで話題のハーバリウム作りまで体験できる贅沢プラ
ンです。ぽかぽカフェで素敵な出会いを見つけませんか？

概ね 25 ～ 40 歳の独身男女
令和２年２月 16 日（日）　午前 10 時 30 分～午後２時
ぽかぽカフェ（聖籠町大字諏訪山２３５５－１)

【料　　金】２５００円（食事代・材料費含む）
（２月８日からキャンセル料がかかります）

【定　　員】男女各 12 名　計 24 名（抽選）
【持 ち 物】本人確認ができるもの（運転免許証など）
【申込期間】令和２年１月７日（火）～２月７日（金）
【申込方法】㈱トアイリンクスムルーブ事務局HP申込フォーム

または☎０２５-２９０-７６０６へ電話

男性対象事前説明会

2 月 13 日（木）午後７時～８時30分

結いハート聖籠（諏訪山1560 - 3）

専門のアドバイザーによるコミュニケー

ションの基本や模擬練習などの講義

申込用二次元バーコード

婚活マッチングシステム
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働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

～
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
働
き
方
改
革
～

　
「
働
き
方
改
革
」
に
取
り
組
み
た

い
け
ど
何
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
、
生
産
性
を
上
げ

た
い
け
ど
設
備
投
資
を
す
る
余
裕
も

な
い
か
ら
無
理
、
仕
事
と
生
活
の
充

実
に
は
休
暇
は
大
事
だ
と
思
う
け

ど
、
人
繰
り
が
難
し
く
て
休
み
を
あ

げ
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
企
業
の

皆
さ
ん
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
ま

た
、
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
必
要
性

の
理
解
を
深
め
、
働
き
方
改
革
の
具

体
的
手
法
を
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
先
進
取
組
事
例
や
助
成
金
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※　

こ
の
事
業
は
、
新
発
田
市
・
胎

内
市
・
聖
籠
町
定
住
自
立
圏
男
女

共
同
参
画
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
行
う
も
の
で
す
。

２
月
18
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
開
場　

午
後
１
時
）

イ
ク
ネ
ス
し
ば
た
多
目
的
室
１

企
業
の
経
営
者
、
人
事
・
労
務
管

理
担
当
者
な
ど
、
ご
関
心
を
お
持

ち
の
方
は
ど
な
た
で
も

【
定
員
】
50
名
（
申
込
順
）

※　

定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は

当
日
参
加
も
可
能

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
方
法
】　

参
加
申
込
書
（
※
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
新
発
田
市

役
所
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※　

役
場
総
務
課
窓
口
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

新
発
田
市
人
権
啓
発
課

�

男
女
共
同
参
画
推
進
係

FAX
０
２
５
４
︲
２
８
︲
９
６
７
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

jinken
@
city.shibata.lg.jp

【
申
込
締
切
】

令
和
２
年
２
月
17
日
（
月
）

役
場
総
務
課　
総
合
政
策
係

�

（
内
線
２
２
４
）

令
和
元
年
度
自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛

官
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
種
目
】

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

【
資
格
】

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

【
受
付
期
間
】

令
和
２
年
１
月
21
日
（
火
）

�

～
２
月
17
日
（
月
）

【
試
験
期
日
】

令
和
２
年
２
月
23
日
（
日
）

自
衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
２
６
‐
５
６
１
９

適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

実
施
し
ま
す

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、不
得
意
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に
お

悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性
の

検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に
よ

り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
込
）�

定
員
10
名

令
和
２
年
１
月
23
日
（
木
）

午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
39
歳
で

就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就

職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

・

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
２
８
‐
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間　
平
日
午
前
10
時

～
午
後
５
時
ま
で
（
第
２
金
曜
日

は
休
館
日
）

分
け
よ
う
建
設
副
産
物
！

進
め
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル

　

建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
基
づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て

利
用
で
き
る
特
定
の
建
設
廃
棄
物

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
塊
、木
材
な
ど
）
の
「
分
別
解
体
」

と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
依
然
と
し
て

建
設
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
一
般
家
屋

の
解
体
な
ど
の
際
に
は
、
業
者
に
適

正
な
分
別
解
体
・
再
資
源
化
を
促
す

な
ど
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。北

陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連

絡
協
議
会　
事
務
局

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
８
８
８
０

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
お
よ

び
下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
で
は
、

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
の
会
計
年

度
任
用
職
員
（
現
行
の
臨
時
職
員
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
に
代
わ
る
職

員
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
働
く

こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
登
録
申

込
書
を
申
込
先
ま
で
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

事
務
局
総
務
課

新
発
田
市
中
央
町
５
‐
４
‐
７

☎
０
２
５
４
‐
２
６
‐
１
５
０
１

明日からでも
実践できる！！
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ト
ッ
プ
チ
ー
ム

　
２
０
１
９
シ
ー
ズ
ン
最
終
戦

　

２
０
１
９
シ
ー
ズ
ン
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
最
終
戦
は
、
11
月
24
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長

崎
戦
。
キ
ッ
ク
オ
フ
前
に
は
、
新
潟

県
内
全
30
市
町
村
が
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
な
っ
た

こ
と
を
記
念
し
、「
全
県
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
執
り
行

い
、
聖
籠
町
か
ら
は
夏
井
智
毅
副
町

長
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
チ
ー
ム
を
率
い
た
吉

永
一
明
監
督
、
長
き
に
渡
り
ク
ラ

ブ
・
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
Ｇ
Ｋ
野
澤

洋
輔
選
手
、
Ｆ
Ｗ
矢
野
貴
章
選
手
、

２
０
１
７
年
Ｊ
１
残
留
争
い
を
繰
り

広
げ
る
苦
し
い
時
期
に
力
に
な
っ
て

く
れ
た
Ｍ
Ｆ
小
川
佳
純
選
手
、
今

シ
ー
ズ
ン
８
年
ぶ
り
に
新
潟
で
プ

レ
ー
し
た
Ｆ
Ｗ
チ
ョ�

ヨ
ン
チ
ョ
ル

選
手
の
今
シ
ー
ズ
ン
限
り
で
の
契
約

満
了
が
発
表
さ
れ
て
迎
え
た
こ
の
試

合
。
前
半
は
ス
コ
ア
レ
ス
で
試
合
を

折
り
返
す
も
の
の
、
後
半
48
分
に
Ｆ

Ｗ
レ
オ
ナ
ル
ド
選
手
が
今
シ
ー
ズ
ン

28
得
点
目
と
な
る
先
制
ゴ
ー
ル
を
挙

げ
ま
す
。
す
る
と
後
半
51
分
、
Ｍ
Ｆ

本
間
至
恩
選
手
の
右
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ

ク
か
ら
、
こ
の
日
27
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
Ｄ
Ｆ
大
武
峻
選
手
が
、
ヘ

デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
を
ゴ
ー
ル
ネ
ッ

ト
に
突
き
刺
し
ま
す
。

　

後
半
76
分
に
は
、
矢
野
選
手
が
途

中
交
代
で
出
場
。
そ
し
て
ア
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
に
は
、
野
澤
選
手

が
11
年
ぶ
り
に
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ピ
ッ
チ
に
立
つ

と
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
で
ス
タ
ジ

ア
ム
が
包
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
最
終
戦
を
勝
利
で
締
め
く

く
り
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
５
連
勝
、
そ

し
て
レ
オ
ナ
ル
ド
選
手
が
28
得
点
で

明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
得
点
王

に
輝
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
１
昇
格
を
目
標
に
戦
っ
た
シ
ー

ズ
ン
、
10
位
と
い
う
順
位
は
満
足

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
０
シ
ー
ズ
ン
も
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
地
域
の
皆
様
と
一

緒
に
前
進
し
、
Ｊ
１
昇
格
と
い
う
目

標
に
向
か
っ
て
戦
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
２
０
１
９
シ
ー
ズ
ン
、
熱
く
温

か
い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

レ
デ
ィ
ー
ス

　
皇
后
杯

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
は
、
11
月
23
日
に
新
潟
市
陸
上
競

技
場
で
皇
后
杯
２
回
戦
・
北
海
道
文

教
大
学
明
清
高
校
戦
に
臨
み
ま
し

た
。�

２
０
１
６
年
よ
り
新
潟
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
主
管
の
も
と
、
新
潟
県
内

の
会
場
で
初
戦
を
迎
え
て
い
る
新
潟

Ｌ
。
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
大
会
に
挑
む
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

声
援
に
背
中
を
押
さ
れ
た
選
手
た

ち
は
、
キ
ッ
ク
オ
フ
か
ら
勢
い
を

持
っ
て
ゴ
ー
ル
に
迫
り
ま
す
。
開
始

２
分
、
北
川
選
手
の
得
点
を
皮
切
り

アルビレックス
新潟情報!!
アルビレックス
新潟情報!!

▲貴重な追加点！全員の力でつかみ取ったゴール！

▲聖籠町をはじめ県内 30市町村の代表者による「全
県ホームタウン記念セレモニー」

▲試合後の記念撮影。笑顔の交流となりました。



17　R2.1 広報聖籠

【
開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等
部
女
子
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

に
は
、
サ
ッ
カ
ー
に
特
化
し
た
勉
強

が
出
来
る
専
門
部
と
高
等
部
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
高
等
部
の
レ
デ
ィ
ー
ス

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
る
北
沢
明
未

選
手
が
、
こ
の
度
、
Ｕ
︲
16
日
本
女

子
代
表
候
補
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

同
選
手
は
11
月
18
日
か
ら
21
日
に
行

わ
れ
た
岡
山
合
宿
に
参
加
し
ま
し

た
。
来
年
イ
ン
ド
で
行
わ
れ
る
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
Ｕ
︲
17
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
２
０
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
る

よ
う
ご
声
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
沢
選
手
も
所
属
し
て
い

る
開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等
部
は
第
28

回
全
日
本
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
北
信
越
大
会
決
勝
に
て
帝
京
長
岡

高
等
学
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
一
進

一
退
の
攻
防
の
末
、
１
︲
１
で
Ｐ
Ｋ

戦
へ
。
結
果
は
５
本
全
て
決
め
た
、

開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等
部
が
優
勝
し
、

全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
初
戦
は
九
州
第
４
代
表

の
秀
岳
館
高
等
学
校
（
熊
本
県
）
と

五
色
台
運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
兵
庫
県
洲
本
市
）
に
て
午
後
１
時

45
分
キ
ッ
ク
オ
フ
予
定
で
す
。
決
勝

は
ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
（
兵

庫
県
神
戸
市
）
で
、
１
月
12
日
午
後

２
時
10
分
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
り
ま
す
。

【
第
14
回
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

�

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
】

　

11
月
27
日
水
曜
日
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
て
第
14
回

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
に

は
、
元
日
本
代
表
で
昨
年
川
口
能
活

氏
と
共
に
引
退
さ
れ
ま
し
た
、
楢
﨑

正
剛
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
１
部

と
２
部
構
成
に
て
行
わ
れ
、
１
部
で

は
楢
崎
氏
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

踏
ま
え
た
お
話
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
２

部
で
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

在
校
生
よ
り
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。

高
等
部
女
子
所
属
で

自
身
も
Ｇ
Ｋ
の
板
倉

彩
さ
ん
か
ら
「
ど
ん

な
気
持
ち
で
ゲ
ー
ム

に
臨
ん
だ
ら
い
い
で

す
か
？
」
と
の
問
い

に
楢
﨑
氏
は
「
相
手

キ
ー
パ
ー
に
は
絶
対

に
負
け
な
い
。
と
い

う
気
持
ち
も
持
っ
て

臨
ん
で
い
ま
す
。」

と
楢
崎
氏
ら
し
い
返

答
を
頂
き
、
板
倉
彩

さ
ん
は
や
る
気
に
満

ち
た
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。
約
２
時
間
の
講
演
会

に
て
、
日
本
代
表
に
選
ば
れ
る
に
あ

た
り
川
口
能
活
氏
と
い
う
ラ
イ
バ
ル

の
存
在
の
大
切
さ
も
教
え
て
い
た
だ

け
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

で
は
こ
の
様
に
世
界
で
活
躍
し
て
い

る
著
名
人
の
講
演
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
情
報
に
関
し
て
は
各
種
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

に
得
点
を
重
ね
て
３
点
リ
ー
ド
で
前

半
を
折
り
返
す
と
、
後
半
に
５
点
を

加
え
、
合
計
８
︲
０
で
勝
利
。
初
戦

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
振
り
払
い
、
３

回
戦
に
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
合
終
了
後
に
は
、
山
谷

選
手
の
母
校
で
あ
る
北
海
道
文
教
大

学
明
清
高
校
の
選
手
た
ち
と
記
念
撮

影
を
実
施
。
笑
顔
に
満
ち
た
交
流
の

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
く
３
回
戦
は
、
11
月
30
日
に
広

島
広
域
公
園
第
一
球
技
場
で
ち
ふ
れ

Ａ
Ｓ
エ
ル
フ
ェ
ン
埼
玉
と
対
戦
し
ま

し
た
。
相
手
は
今
季
な
で
し
こ
リ
ー

グ
２
部
を
３
位
で
終
え
、
経
験
あ
る

ベ
テ
ラ
ン
選
手
や
新
旧
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
選
手
を
擁
す
る
チ
ー
ム
。

前
半
、
新
潟
Ｌ
は
ボ
ー
ル
を
動
か
さ

れ
る
時
間
帯
が
多
く
、
シ
ュ
ー
ト
も

わ
ず
か
２
本
に
抑
え
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
意
識
統
一
を
行
い
迎
え
た
後

半
は
、
チ
ャ
ン
ス
を
多
く
作
り
な
が

ら
も
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
せ
ず
、
セ
ッ
ト

プ
レ
ー
か
ら
失
点
を
許
し
て
ビ
ハ
イ

ン
ド
の
展
開
に
。
そ
れ
で
も
選
手
た

ち
は
下
を
向
く
こ
と
な
く
、
80
分
に

上
尾
野
辺
選
手
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
、

そ
の
ま
ま
延
長
戦
に
突
入
。
延
長
戦

も
リ
ー
ド
を
奪
わ
れ
な
が
ら
も
終
了

間
際
に
追
い
つ
く
粘
り
強
さ
を
見
せ

ま
し
た
が
、Ｐ
Ｋ
戦
４
︲
５
で
敗
れ
、

３
回
戦
で
涙
を
飲
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

２
０
１
９
シ
ー
ズ
ン
の
活
動
は
終

了
と
な
り
ま
す
が
、
味
わ
っ
た
悔
し

さ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り

自
分
た
ち
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
新

た
な
シ
ー
ズ
ン
に
向
か
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
一
年
間
ご
声
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

▲経験談を話す楢崎氏▲時折冗談を交えながら和やかな雰囲気に

生徒からの質問にも真摯に対応くださいました▲
JAPANサッカーカレッジチーム紹介サイト 検索

試合情報や
イベント情報を
更新中！
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11
月
13
日
（
水
）、
新
発
田
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
納
税
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
国
税
庁
な
ら
び
に
全
国

貯
蓄
組
合
連
合
会
が
募
集
し
た
「
中

学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
、

聖
籠
中
学
校
３
年
の
犬
井
菜な

の

は
乃
葉
さ

ん
が
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合

会
優
秀
賞
を
、
同
じ
く
３
年
の
神
田

琉り
ゅ
う
と翔

さ
ん
が
新
発
田
地
区
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
作
文
に
は
消
費
税
増
税

や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
、
身
近
な
税

に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
自
ら
調
べ
た

こ
と
や
、
普
段
の
生
活
の
中
で
気
が

付
い
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い

て
、
税
の
大
切
さ
が
伝
わ
る
作
品
で

し
た
。

　

税
へ
の
意
識
向
上
に
貢
献
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
（
金
）、
新
潟
東
港
南

ふ
頭
木
材
岸
壁
に
、
大
型
ク
ル
ー
ズ

客
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ

ス
」
が
寄
港
し
ま
し
た
。
同
船
の
寄

港
は
今
年
２
度
目
で
、
た
く
さ
ん
の

方
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乗
客
の
皆
さ
ん
は
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
で
聖
籠
町
内
や
新
潟
市
内
を

巡
り
ま
し
た
。
町
内
で
は
、
蓮
野
の

二
宮
邸
が
特
別
公
開
さ
れ
、
紅
葉
に

彩
ら
れ
た
庭
園
が
訪
れ
た
乗
客
の
皆

さ
ん
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

聖
籠
中
学
校
か
ら
２
名
が
受
賞
！

ク
ル
ー
ズ
客
船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
」寄
港

加藤大河さん 3歳
光絆さん 7歳 うゆちゃんさん 5歳

莉叶さん 10歳高橋ゆいかさん 6歳ウサギさん 11歳

投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ

ン
ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
）

１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

▲受賞した犬井さん（左）と神田さん（右）
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統
計
調
査
員
の
石
本
雅ま
さ
と
し敏
さ
ん

（
旭
ヶ
丘
）
が
、
新
潟
県
統
計
協
会

か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
、
11
月
18

日
（
月
）
に
西
脇
町
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
本
さ
ん
は
、
平
成
21
年
か
ら
約

10
年
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
や
工
業

統
計
調
査
な
ど
合
計
５
種
類
11
回
の

統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

入
り
込
む
仕
事
な
の
で
大
変
な
こ
と

も
多
い
が
、
温
か
い
町
民
や
職
員
の

お
か
げ
で
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
本
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

11
月
15
日
（
金
）、
聖
籠
中
学
校

「
青
春
広
場
」
で
、サ
イ
ン
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
渡
辺
り
え
こ
さ

ん
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
一

年
生
約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
全
く
耳
が
聞
こ
え
な

い
ご
両
親
の
た
め
、
３
歳
か
ら
手
話

通
訳
に
よ
り
、
社
会
と
の
橋
渡
し
を

し
て
き
た
経
験
や
平
成
７
年
の
阪
神

淡
路
大
震
災
の
際
、
避
難
所
で
人
の

温
か
さ
に
触
れ
て
感
激
し
た
こ
と
、

歌
手
を
志
し
た
こ
と
な
ど
を
手
話
を

交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
生
徒
の

皆
さ
ん
も
、手
話
を
教
わ
り
な
が
ら
、

歌
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
話
で
表
現
で
き
る
言
葉

の
多
様
さ
に
驚
い
て
い
る
様
子
で
し

た
。

　

講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
手
話

へ
の
関
心
が
高
く
、
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
を
助
け
た
い
と
の
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
多
く
の
出
会

い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
気

持
ち
を
大
切
に
育
て
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

11
月
27
日
（
水
）、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
女
子
高
等
部
３

年
の
小
河
原
彩あ
や

花か

さ
ん
、
１
年
の
北

沢
明あ

未み

さ
ん
が
役
場
を
訪
問
し
、
全

日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
北
信
越
大
会
で
の
７
年
連
続
の
優

勝
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
１
月
に

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
も
あ
る

小
河
原
さ
ん
は
、「
全
国
大
会
で
は
、

ま
ず
は
初
戦
を
し
っ
か
り
勝
っ
て
、

初
の
ベ
ス
ト
８
に
行
け
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
井
副
町
長
は
「
皆
さ
ん

が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

は
、
町
に
と
っ
て
誇
り
に
思
う
。
ぜ

ひ
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

統
計
功
労
者
へ

表
彰
状
授
与

令
和
元
年
度　
人
権
講
演
会
開
催

「
ト
ー
ク
＆
手
話
ラ
イ
ブ
共
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
」

ジ
ャ
パ
ン
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

Ｊ
Ｓ
Ｃ
女
子
高
等
部
が

北
信
越
大
会
優
勝
を
報
告

【教えていただいた手話】

〇拍手　　〇ありがとう　　〇令和　　〇平成　　〇中学生　　〇一年生
〇犬　　〇猫　　〇ウサギ　　〇「へえーっ」　　〇「なるほど」　　
〇ごめんなさい　　〇こんにちは　　〇「世界に一つだけの花」　・・・など



広報聖籠 R2.1　20

み ん な の ひ ろ ば

町の宝で〜す
11月の乳児健診から

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

お問い合わせ　学校給食調理場
　　　　　　　栄養教諭　☎２７－７７３０

小池 菜
な

月
つき

 ちゃん

伊藤 碧
り く

空 ちゃん

宮沢 真
まな

都
と

 ちゃん

小林 和
わ か

夏 ちゃん

山本 アレン ちゃん

高松 律
りつ

 ちゃん

井畑 海
かいせい

晟 ちゃん

宮下 絃
げん

 ちゃん

近藤 匠
たくみ

 ちゃん

一ノ瀬 維
い

月
つき

 ちゃん

伊與部 結
ゆい

菜
な

 ちゃん

星野 緋
ひ

色
いろ

 ちゃん

　郷土料理は地域の気候や風土に根付いた食材を基本としてお
り、旬の味が大切にされています。郷土料理や地場産物を食卓
に加えることは、地域の食文化を知り、受け継いでいくきっか
けとなります。年末年始はぜひ、お子さんやお孫さんたちと一
緒にふるさとの味を味わっていただきたいと思います。

ふるさとの味を
次世代に伝えていくために

　学校給食では、日本の伝統的な食文化である和食や、郷土料
理、地場産物を積極的に献立に取り入れています。これらの給
食を通して、子どもたちに地域の自然や文化、産業などに関す
る知識などを伝えています。
　11 月は、「第 34 回国民文化祭・にいがた２０１９、第 19
回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会」特別連携事業として、
３日間テーマ別の和食を提供しました。

１１月１８日（月）　砂里芋の肉みそがらめ　けんちん汁
（聖籠町の地場産物を活用した和食給食）

１１月１９日（火）　
ようまんま　聖籠さつま汁

（聖籠町の郷土料理）

１１月２０日（水）　
鮭の焼き漬け　のっぺ汁　
（新潟県の代表的な郷土料理）

　ようまんまや、のっぺを、おうちでも食べている、という子も
いれば、あまり食べたことがない、という子もいました。慣れ親
しんで欲しいものです。

　最初は、「さ
・ ・ ・ ・
りいもってなあに？」と言っていた子どもたちで

したが、この給食をきっかけに覚えてくれた子もいました。
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　子どもたちの美の祭典「第 50回新潟県ジュニア美術展覧会」（主催：新潟日報社、県教育委員会
など）に入賞した町の小中学生23名の作品をご紹介します。（優秀賞作品は裏表紙に掲載しています。）
　大切な校舎、楽しい思い出、大胆な色使い、のびやかに描かれたユニークな空想の世界など、豊か
な感性で描かれた作品は見る者を惹きつけます。

第50回  
新潟県ジュニア美術展覧会

入 賞 作 品

奨励賞

□□ □
□

□
□

さん

□□小学校□年

奨励賞

高地　煌
きら

さん

亀代小学校１年

奨
励
賞

北
澤
　
亮

り
ょ
う

さ
ん

蓮
野
小
学
校
１
年

奨励賞

宮下 蒼
そう

真
ま

さん

亀代小学校２年

奨励賞

高橋 竜
りゅう

和
や

さん

山倉小学校１年

奨励賞

井畑 玲
れい

莉
り

さん

山倉小学校２年

�「
３
年
ね
た
ろ
う
」

�「
く
ら
げ
と
と
も
だ
ち
」

「
あ
さ
が
お
ラ
ン
ド
で
あ
そ
ん
だ
よ
」 �「

ト
マ
ト
の
お
家
に
何
か
が
来
た
!!
」

�「
モ
ル
モ
ッ
ト
ど
う
ぶ
つ
え
ん
」
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奨励賞

羽田野 真
ま

央
お

さん

山倉小学校２年

奨励賞

長谷川 惺
せい

哉
や

さん

山倉小学校３年

奨励賞

輕部 颯
そう

祐
すけ

さん

山倉小学校３年

奨励賞

江畑 結
ゆ

衣
い

さん

山倉小学校３年

奨励賞

佐々木 美
み

心
ここ

さん

山倉小学校２年

奨励賞

大岩 福
ふ

来
く

さん

蓮野小学校２年

「
ト
マ
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
」

「
星
空
パ
ン
プ
キ
ン
」

「
う
れ
し
い
気
持
ち
」

「
花
さ
か
じ
い
さ
ん
」

「
モ
チ
モ
チ
の
木
が
き
れ
い
」

「
買
え
る
か
な
？
」

奨励賞

長 谷 川  楓
かえで

さ ん

山倉小学校２年

「
や
さ
い
の
ホ
テ
ル
」
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巡回展　【長岡展】１月８日（水）～ 16日（木）
　　　　　　　　　新潟県立近代美術館
　　　　【柏崎展】１月 21日（火）～ 26日（日）
　　　　　　　　　柏崎市立図書館
　　　　【上越展】１月 31日（金）～２月４日（火）
　　　　　　　　　上越市市民プラザ

奨励賞

高松 伶
れ あ る

瑠さん

亀代小学校４年

奨励賞

長谷川 優
ゆ

衣
い

さん

聖籠中学校１年

奨励賞

太田 媛
ひ

月
づき

さん

亀代小学校６年

奨励賞

長谷川 めいさん

山倉小学校６年

奨励賞

宮下 拓
たく

海
み

さん

亀代小学校５年

奨励賞

高橋 優
ゆ

希
の

さん

山倉小学校６年

「
ボ
ン
ド
を
つ
け
る
の
は
し
ん
ち
ょ
う
に
」
「
あ
き
な
い
あ
の
場
所
」

「
初
め
て
の
稲
か
り　
大
成
功
！
」

「
な
つ
か
し
い
あ
の
風
景
」

「
お
世
話
に
な
っ
た
保
健
室
」

「
果
物
と
グ
ラ
ス
の
構
成
」

奨
励
賞

高
松 

春
し
ゅ
ん
す
け輔

さ
ん

亀
代
小
学
校
４
年

「
木
を
切
り
始
め
る
自
分
」



第50回 新潟県ジュニア美術展覧会

　11月21日（木）、町文化会館を会場に「新潟東港開港 50 周年記念式典」
が開催されました。
　新潟東港は、昭和 44 年 11 月 19 日の開港から、今年で 50 年の節目を
迎え、現在では日本海側の物流およびエネルギー供給の拠点にまで成長
しました。
　式典では、主催者として新潟開港 150 周年記念事業実行委員会会長の
中原新潟市長、同委員会名誉会長の花角新潟県知事および同委員会副会
長の西脇聖籠町長が登壇しそれぞれあいさつを述べました。
　あいさつの中で西脇町長は、東港開発当時の集落移転についても触れ、改めてその当時苦労された方々へ
の感謝を述べました。
　また、新潟東港の次の 50 年に向けて、国・県・新潟市など関係機関と連携し港の賑わいづくりに取り組ん
でいくべく決意を新たにしました。

■発行 聖籠町役場　■編集  総務課　〒957ー0192  新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山1635番地4　☎︎（0254）27ー2111  FAX（0254）27ー2119
　　　　　　　　　 ■ホームページアドレス  http://www.town.seiro.niigata.jp  E-mail：soumu@town.seiro.niigata.jp　■印刷  ㈱天野印刷

「ふしぎな
やさいの家」

優秀賞

阿部 心
み

咲
さき

さん

山倉小学校２年

「海の中の
やまたのおろち」

優秀賞

大浦 良
りょう

太
た

さん

山倉小学校４年

「カラフル
ピーマンの家」

優秀賞

渡辺 柊
とう

羽
わ

さん

山倉小学校２年

「夜に出かける
子ぎつね」

優秀賞

浅野 惺
せ

那
な

さん

山倉小学校３年

聖籠町の発展とともに
～新潟東港開港５０周年記念式典開催～


